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一

般

質

問

一
般
質
問
・
人
事
・
表
彰

� ケースバイケースで検討する

住民説明会を有意義なものに

� 水害予想区域に居住地はない

水害時の避難マニュアル策定を

� 現在の環境を生かしていく

役場新庁舎と周辺整備は

と
考
え
る
。

2
、
一
度
限
り
の
説
明
会
に
つ

い
て
は
趣
旨
と
違
う
理
解
の
参

加
者
が
い
る
。
参
加
者
の
方
に
、

役
務
の
提
供
を
等
し
く
受
け
る

権
利
と
共
に
、
そ
の
負
担
を
分

担
す
る
義
務
へ
の
理
解
を
頂
き
、

判
断
さ
れ
る
事
を
望
む
。

3
、
議
会
承
認
し
た
側
と
し
て
、

実
施
決
定
の
事
業
な
ど
に
対
し

町
民
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
務

め
て
ほ
し
い
。

4
、
説
明
会
の
目
的
に
、
細
か

な
情
報
や
課
題
を
収
集
す
る
と

い
う
事
が
あ
る
。
会
場
で
の
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
資
料
の
大
小
で
、

紙
ベ
ー
ス
で
行
う
か
な
ど
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
実
施
検
討
す

る
。
不
参
加
の
方
に
対
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
資
料
掲
示

も
考
え
る
。

井
田　

理
恵　

議
員

当
町
で
は
、
町
長
ほ
か
理

事
者
出
席
の
も
と
町
担
当
事
務

局
に
よ
り
、
住
民
生
活
に
直
接

関
わ
る
新
事
業
や
案
件
・
長
期

振
興
計
画
策
定
な
ど
重
要
な
町

政
方
針
に
つ
い
て
住
民
説
明
会

を
実
施
し
て
い
る
。

1
、
開
催
の
基
本
的
目
的
の
確

認
を
。
住
民
の
参
加
意
図
に
ズ

レ
は
。

2
、
現
状
で
の
課
題
は
。

3
、
議
会
に
求
め
る
こ
と
は
。

連
携
は
。

4
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど

広
く
参
加
者
の
声
を
聴
い
て
は

ど
う
か
。

総
務
課
長

1
、
行
政
と
地
域
住
民
が
顔
を

合
わ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
相
互
理
解
を
深
め

る
場
と
考
え
る
。
そ
こ
で
の
意

見
や
心
配
に
対
し
、
実
態
や
問

題
を
直
接
説
明
す
る
こ
と
で
取

組
み
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
効

果
的
・
効
率
的
に
進
め
ら
れ
る

問

が
発
生
す
る
よ
う
な
災
害
を
対

象
と
し
て
発
令
す
る
こ
と
が
基

本
と
さ
れ
て
い
る
。

　

避
難
勧
告
な
ど
の
対
象
区
域

の
設
定
も
、
各
河
川
の
浸
水
想

定
区
域
が
基
本
と
な
り
、
水
害

が
予
想
さ
れ
る
区
域
に
居
住
地

が
な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
災
害
時
の
避

難
判
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
災
害
発
生
が
予

想
さ
れ
る
場
合
は
、
町
民
一
人

一
人
が
避
難
行
動
を
と
る
判
断

が
で
き
る
情
報
と
し
て
、
気
象

警
報
な
ど
を
防
災
無
線
や
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
よ
り

提
供
し
て
い
く
。

　

町
民
に
も
そ
れ
ら
の
情
報
を

自
ら
把
握
す
る
こ
と
と
避
難
情

報
が
発
表
さ
れ
な
く
て
も
身
の

危
険
を
感
じ
る
場
合
は
、
自
ら

の
判
断
で
早
目
に
避
難
す
る
こ

と
を
お
願
い
し
て
い
く
。

市
村　

千
恵
子　

議
員

水
害
時
に
避
難
勧
告
や
指

示
を
出
す
判
断
基
準
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
、
当
町
は
ま
だ

策
定
し
て
い
な
い
。

　

県
下
77
市
町
村
の
う
ち
、
策

定
し
て
い
な
い
の
は
4
町
村
で

あ
る
。
そ
の
中
の
当
町
は
「
水

害
が
予
想
さ
れ
る
区
域
に
居
住

地
が
な
い
」
と
の
こ
と
だ
が
、

疑
問
の
声
が
あ
る
。

　

予
想
も
つ
か
な
い
降
雨
量
や

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
一
極
集
中
が

多
発
す
る
な
か
、
当
町
も
策
定

す
べ
き
と
考
え
る
が
町
の
考
え

は
。

総
務
課
長

　

水
害
に
関
す
る
避
難
勧
告
な

ど
は
、
大
河
川
の
氾
濫
へ
の
対

応
の
よ
う
に
、
多
数
の
犠
牲
者

問

最
大
限
残
し
て
、
生
か
す
と
い

う
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
進
出

し
て
く
る
企
業
に
つ
い
て
は
、

そ
の
企
業
の
理
念
や
資
本
力
・

将
来
性
・
集
客
力
な
ど
総
合
的

な
視
点
で
活
用
を
早
急
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

2
、
企
業
誘
致
に
向
け
長
野
県

の
東
京
事
務
所
へ
職
員
の
派
遣

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

組
織
的
に
も
整
備
を
し
て
、

本
格
的
に
新
年
度
か
ら
は
企
業

誘
致
の
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

ま
た
町
内
出
身
で
大
手
の
企

業
の
重
役
の
方
と
積
極
的
に
お

会
い
し
た
り
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
有
効
な
関
係
の
構
築
を
意

識
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

徳
吉　

正
博　

議
員

こ
の
町
の
未
来
は
町
長
の

熱
い
胸
内
一
つ
で
あ
る
と
考
え

る
。

1
、
役
場
新
庁
舎
建
設
と
そ
の

周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
。

2
、
公
約
実
現
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

町
長

1
、
長
期
振
興
計
画
、
実
施
設

計
、
町
の
計
画
に
基
づ
い
て
事

業
の
推
進
を
進
め
る
上
で
健
全

財
政
も
つ
い
て
回
る
。
基
本
的

に
は
、
ま
ち
づ
く
り
は
町
民
の

知
恵
と
力
を
合
わ
せ
て
進
め
て

い
く
こ
と
で
あ
り
、
職
員
も
心

一
つ
に
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
本
来
の
流
れ
で
あ
る
。

　

メ
ル
シ
ャ
ン
跡
地
の
利
用
計

画
は
、
3
分
の
1
が
役
場
新
庁

舎
で
活
用
さ
れ
、
3
分
の
2
に

つ
い
て
は
、
町
の
中
心
部
で
も

あ
り
文
化
的
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。

非
常
に
景
観
の
す
ぐ
れ
た
自
然

環
境
に
恵
ま
れ
た
美
し
い
内
容

に
な
っ
て
い
る
現
在
の
環
境
を

問

メルシャン跡地

説
明
会
資
料

防災無線送信室

市
村
千
恵
子 

議
員

笹
沢
　
　
武 

議
員

古
越
　
　
弘 

議
員

　

町
議
会
議
員
と
し
て
市
村
議
員
に
お
い
て
は
18

年
以
上
、
笹
沢
議
員
、
古
越
議
員
に
お
い
て
は
10

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
表
彰
さ
れ
た
。
12
月
4
日
議
会
定

例
会
の
開
催
に
先
立
ち
、
議
場
に
お
い
て
古
越
議

長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
古
越
議
員
に
お
い
て
は
、
10
月
の
県
議

長
会
総
会
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
た
。

固
定
資
産
評
価
員

渡
辺　

晴
雄　

氏

　
　

副
町
長

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

金
丸　

準
一　

氏

　
　

栄
町
在
住
64
歳

　
　

任
期
は
平
成
28
年
1
月
1
日
か
ら

　
　

平
成
30
年
12
月
31
日

教
育
長

櫻
井　

雄
一　

氏

　
　

栄
町
在
住
71
歳

　
　

任
期
は
平
成
27
年
12
月
21
日
か
ら

　
　

平
成
30
年
12
月
20
日

　
　

※
上
原
貴
夫
教
育
委
員
長
が
任
期
満
了
で
退

任
し
、
新
教
育
長
制
度
に
移
行
す
る
た
め
。

長
野
県
町
村
議
会
議
長
表
彰

人
事
案
件


